
令和元年度 大阪府立茨木支援学校  第１回 学校運営協議会【議事録】 

 

○日時 令和元年 6月 26日(水) 10：00～12：00 

○場所 本校 会議室 

○出席者 ＜協議会委員＞ 6名  

＜茨木支援学校＞校長 准校長 教頭 2名 指導教諭 教務部長  

部主事 2名 首席兼部主事 1名 首席 3名   

＜傍聴者＞ 2名（本校保護者）               計 20名 

１．はじめに 

＜校長あいさつ＞ 

  13年ぶりに茨木支援学校に戻ってきて生徒が増えたというイメージだが、問題は山積している。個

人情報の件、ベッドからの落下事故の件など。協議委員の皆様には、あたたかいお言葉と共に今後

のよりよい学校運営のために是非厳しいご意見も頂戴したい。 

  ＜准校長あいさつ＞ 

  校長と同様、私も昨年度茨木支援学校に戻ってきた。以前と比べて生徒が増え、高等部だけでも普

通課程と生活課程 2 つの学校があるような感じがする。何かの縁で 50 周年の年に居ることとなっ

たので、尽力したいと考えている。 

 

２．自己紹介 

  ＜学校側より＞一人一言ずつ挨拶 

＜学校協議会委員より＞同様に。 

 

３．会長の選出  立候補がなく、推薦と全員の承認の拍手によって鈴木様に決定。 

 

４．学校経営計画について 

 ＜校長より＞ 

前年度に承認されているものなので、変更部分のみ報告する。４番の「食育」は、栄養教諭とも協議

した結果、自ら生きるの「自育」に変更した。本校の先生方は真面目だが、チームでうまく協力する

ことや、今までの風習などからうまくいかないことが発生していると考えている。真面目さだけでク

リアできない部分を今後研修で学んでいく。 

落下事故も府内２件目、すでに３件目も起きている。注意喚起だけでは止められないところをどうし

ていくか、改善していきたい。 

＜准校長より＞ 

前年度の高等部校長の記載を踏襲した。進捗状況として、３番イについて、指導計画など、教務部長

を中心に改善を図っている。自立活動について全体の力が落ちていると感じているので、自主研修な

どで頑張っていきたい。出前授業なども積極的に取り組んでいる。医ケアについては人口呼吸器装着

の児童生徒への対応を進めている。看護師を１名増やした。また、教育センターから講師を招聘し、

研究授業を進めている。ブログも学校用、生徒用、緊急用を少しずつ取り組む。時々見てほしい。 

今年もボッチャの全国大会に出場する。 

 



 ≪質問など≫ 

委員：校長の評価指標のオ）の就労の項目が准校長に記載ないが何か意図があるかお聞きしたい。 

校長：ご指摘の通り、高等部にも記載があるべき。来年は学校経営計画を１つにしたい。２つに分ける

のは難しいと感じている。 

 

委員：希望としては、目指す学校像は一つにまとめていただきたい。 

校長：来年は一つにします。高等部に特化した部分は、中期以降に記載し、統一性のあるものにしてい

く。今回はウェブにもアップしているので、ご了承いただきたい。 

 

５．授業アンケートについて 

教頭：昨年度、授業アンケートは年２回実施したが、今年度は土曜参観でもアンケートを実施し、昨年

度より回収数が増え多くの評価をいただいた。評価基準は例年通りの５項目。来週は小中学部、

再来週は高等部の参観週間となっており、アンケートのご協力をお願いする予定。 

   ○自由記述から説明 

    【授業内容】おおむね昨年度から改善がみられる。 

    【授業の望ましい雰囲気】おおむね良好 

    【説明・掲示】このアンケートをうけ改善に努める 

    【その他】暑さ対策。今年度は職員朝礼でその日の警戒度を確認している。 

准校長：今年度は土曜参観で取組み、アンケート回収数が増えた。自由記述は保護者からの生の声なの 

で、授業改善につなげることができる。今後も土曜参観でアンケートを実施していきたい。 

委員：毎年授業アンケートを実施している。保護者からすると、１、２回書くともういいかなという気 

になるのではないか。アンケートに何らかの工夫があってもいいのでは。アンケートがどのよう

に日々の授業に生かされていくのか保護者にしつこいくらい伝えていくことが必要だと思う。 

   保護者、児童生徒にとって大事な１年だという認識を保護者にもっていただけるよう、協力のお 

願いを伝えていく必要がある。意義をしっかり伝え、回収率をあげていく工夫が必要ではないか。 

校長：数値的な結果は、今後の学校運営協議会でご報告する。 

 

６．今年度使用教科書について 

○教科書を委員の方の手元に配布 

教務部長：今年度児童生徒が使用している教科書。基本的には教員用の教科書を準備したが、教員分が

ないものはこの授業時間に使用していない教科書を児童生徒から借りてきている。 

     資料の説明。セルに色がついているものについては昨年度採択決定後、入学してくる児童生

徒の実態に合わせて変えたもの。高等部については転入生が入った影響で変わっている。 

     原則検定教科書を採用することになっているが、９条本（一般図書）を教科書として採用し

ている。採択の際、以前の学年で使用しているリストを確認し、過去に使用した教科書を採

択しないようにしている。次年度使用予定の教科書を現在、各学部で選定している。次回の

学校運営協議会で次年度採用予定の教科書リストをお見せする。 

校長：  検定本と星本、９条本の補足説明。支援学校・支援学級に在籍している児童生徒はこの３種

類の本から選ぶことができる。一般の教科書より高価な一般本を選ぶことができている。 

会長：  昨年 PTA会長さんから、年度末に新品のまま教科書が戻ってくるという意見があった。 



     保護者の方はどこかで使ってくれていると思っている。先生方は一部をコピーして使ったり

はしていると思っているのだが、教科書として採用しているならば、１年のうちどこかでも

いいので使用してほしい。 

 

教頭：一般図書を採択するのは非常に制約がある。例えば電車の本を選びたい、昆虫の本を選びたいと 

なってもその内容しか載っていないものは選ぶことができない状況になっている。決まったリス 

トの中からしか選べないという状況があることもお知りおきください。 

校長：教科書は採択しなくてもいいことになっている。使う本を採択することになっているので、採択 

したからには使ってほしいという気持ちを持っている。 

岡野：名前は授業内で記入している。持ち帰り希望のご家庭には、年度初めに一度持ち帰って内容を確 

認していただいている。今年度は小学部４家庭、中学部なし、高等部３家庭に持ち帰りいただい 

た。昨年度ご意見をいただいたので、教務部員を通じて各学部に教科書使用を徹底するよう伝え 

ている。実際は教員の手作り教材、プリントを使用していることが多いが、教科書の使用につい 

ては今年度も徹底していきたい。 

 

７．意見書について 

教頭：今年度は今のところ意見書の提出はありません。 

 

８．その他 

首席：「５０周年を祝う会」についての報告 

   ９月２８日（土）に開催する。来賓の参加をご遠慮いただくことになった。祝う会の報告は、次 

回の運営協議会でさせていただく。 

 

９．まとめ 

会長：本日の議題は終了です。 

教頭：今後もよろしくお願いします。次回は１１月６日（水）です。 

 

  ○11：10～ 高等部の授業見学へ。 

 

【配布資料一覧】 
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【展示】 

令和元年度使用教科書（小、中、高等学部） 


